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材料を高機能化するプロセスとして強磁場中熱処理が行われている。磁場は相平衡や結晶成長

過程、拡散に影響することにより、磁場中熱処理によって得られる相や結晶配向性の制御が期待

できるからである。 

我々は、大きな磁気異方性エネルギーを有する強磁性体 MnBi について、これまで相平衡や反

応焼結に対する磁場効果を報告してきた[1,2]。本発表では磁場中焼結過程において、その熱処理

時間が磁気特性に及ぼす影響について報告する。 

 MnBi試料はモル比 1:1の Mn粉末(75 µm以下)及び Bi(100 µm以下)粉末を混合し、プレス成型

後、磁場中熱処理を 250ºCで、3~120 hour及び 0, 15 Tの磁場中で行った。磁場中熱処理には、東

北大金研強磁場センターの 15 T無冷媒超伝導マグネット及び磁場中熱処理炉を使用した。その後、

ペレットから成形した立方体状の試料に対し、振動試料型磁力計による磁化測定を行った。 

 図 1 に熱処理時間 3 h の試料に対する磁化曲線を示す。B//及び B⊥は、それぞれ磁化測定時の

印加磁場と熱処理時の磁場方向が平行及び垂直であることを示している。図より、3 hという短い

焼結時間においても、熱処理時に印加する磁場の有無によって磁化及び異方性に大きな差が生じ

ることがわかった。講演では、飽和磁化及び保磁力の熱処理時間依存性についても報告する予定

である。 
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図 1 反応焼結した MnBiの磁化曲線。0 T(a)及び 15 T(b)中での結果を示した。 
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